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栃木県における農地･水･環境保全向上対策の生きもの調査 

 

１．生きもの調査の位置付け 

 本対策の活用を通じて、本研の豊かな地域資源の保全継承を図るとともに、地域の創意

工夫を活かした活力農業の確立を図っていくため、美しい景観や生態系などの豊かな地域

環境で生産された農作物の高付加価値化や産地の競争力強化にもつながる「食と地域環境

を一体的にとらえる視点」を重視していく。 

 このためには、地域の農業者や関係者の意識醸成を図りながら、人と農業と地域環境を

結びつける活動の実践が重要であることから、その足がかりとして多様な主体の参画によ

り継続的に取り組め、本県農村の環境健全度の基礎的指標ともなる「生物の生息状況の把

握」に全地区で取り組んでいくこととする。 

 

２．実施場所 

 田んぼや水路（用水路・排水路・小河川など）、ため池、畦畔、草地・・・ 

 

 

３．実施回数 

 必須条件としているため、最低 1 回実施している。２～３回実施している。 

 



４．実施時期 

 子供の夏休み時期に合わせて実施する団体が多い。 

 

 

 

５．活動組織数 

 

平成 19 年度： 266 組織 

平成 20 年度： 371 組織 

平成 21 年度： 375 組織 





活活動動情情報報  

取組項目 ため池の生き物調査(上欠沼) 

組織名 姿川環境保全会 河内 管内 宇都宮 市 

活動目的：ため池の生き物調査（農村環境向上活動、生態系保全） 

活動内容：平成21年 11月 3日に、上欠沼（初網沼）にて本年度第 2回目の「生き物調査」を行いました。当日はアドバイザーとして水土

里ネットとちぎの高橋伸拓さん、宇都宮大学農学部水谷正一先生研究室の学生さんたちにご指導を頂きました。一般の方 185名、

当会の合計 214 名（受付をされた方のみの数で実際は 250 名程）が参加と大盛況でした。当日は寒波来襲で今年一番の冷え込み

となりましたが、上欠沼は熱気があふれていました。みんなで刺し網を引き沢山の魚をつかまえました。また、外来魚のブルーギル

を駆除し、ため池に繁茂し始めたカナダモ類を除去しました。刺し網では宇都宮白楊高校の生徒さんと先生にお世話になりました。 

 

 

ブルーギル 
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